
  

◆ 情報理工学系研究科 
 

 (1) 東京大学大学院情報理工学系研究科規則 

 

平 成 1 3 . 4 . 1

制 定

 

改正 平成13. 7.10 平成14． 4． 1 

 平成15. 4. 1 平成16． 4． 1 

 平成16. 4.20 平成17． 4． 1 

 平成17.10. 1 平成18. 4．1 

 平成18.1 2 .2 2 平成19. 4．1 

 平成20. 4. 1 平成21. 4. 1 

 平成22. 4. 1 平成23. 4. 1 

 平成23. 6. 1 平成24. 4. 1 

 平成24. 6.28 平成25. 4. 1 

 平成26. 4. 1 平成27. 4. 1 

 平成28. 4. 1 平成28. 6.23 

 平成29. 4. 1 平成30. 4. 1 

 平成31. 4. 1 令和 2. 4. 1 

 令和 3. 4. 1 令和 4. 4. 1 

 令和 5. 4. 1 令和 5. 10. 30 

 令和 6. 4. 1  

（目的） 

第１条 この規則は、東京大学大学院学則（以下「学則」という。）中、各研究科において定める

ように規定されている事項及び東京大学大学院情報理工学系研究科（以下「本研究科」という。）

において必要と認める事項について定めることを目的とする。 

２ 本研究科における教育課程、試験、入学及び修了等については、この規則に定めのあるものの

ほか、本研究科教育会議（以下「教育会議」という。）及び各専攻会議の議を経て、これを定め

る。 

 （教育研究上の目的） 

第１条の２ 本研究科は、情報理工学の体系的知識を身につけ科学的手法を追究して情報科学技術

に関わる研究や開発を主導することのできる人材を養成し、情報理工学の発展に貢献することを

目的とする。 

２ 各専攻の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、別に定める。 

（学期） 

第１条の３ 学年を４学期に分ける。 

２ 各学期の期間は、学則第41条第３項により別に定められるところによる。 

（修士課程の修了要件） 

第２条 修士課程の修了要件は、学則第５条第１項の定めるところによる。ただし、在学期間に関

しては、優れた業績を上げた者については、特例として１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前項のただし書の特例の適用に関し必要な事項は、別に定める。 

（博士後期課程の修了要件） 

第３条 博士後期課程の修了要件は、学則第６条第１項の定めるところによるものとし、本研究科

で定めた所要科目を20単位以上修得しなければならない。ただし、在学期間に関しては、特に優

れた研究業績を上げた者については、特例として次の各号に掲げる年数以上在学すれば足りるも

のとする。 

(1) 修士課程に２年以上在学し当該課程を修了した者               １年 

(2) 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者 

                       修士課程における在学期間を含めて３年 

(3) 学則第16条第２項第７号及び第８号の規定により入学した者          １年 

２ 前項ただし書の特例の適用に関し必要な事項は、別に定める。 
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（長期履修学生制度） 

第３条の２ 学則第２条第７項に定めるところにより、学生がそれぞれの課程の標準修業年限を超

えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出た

ときは、教育会議の議を経て、その計画的な履修を認めることができる。 

２ 前項に定めるもののほか、長期履修学生の取扱いに関し必要な事項は、別に定める。 

（教育課程） 

第４条 各専攻の授業科目の履修及び単位については、別表の定めるところによる。ただし、教育

会議及び各専攻会議の議を経て、別段の定めをすることができる。 

２ 授業科目の単位数は、講義については15時間、演習（輪講を含む。）については30時間、実験

又は実習については45時間の授業時間をもって１単位とする。 

（履修方法） 

第５条 学生は、指導教員の指示によって授業科目を履修し、必要な研究指導を受けるものとする。 

第６条 修士課程においては、指導教員の許可を得て、次の各号に掲げる科目を修得した場合は、

別に定める単位数の限度内で、これを修士課程の単位とすることができる。 

(1) 学部及びグローバル教育センターの科目 

(2) 他の専攻、他の研究科又は教育部の科目 

第７条 博士後期課程においては、指導教員の許可を得て、次の各号に掲げる科目を修得した場合

は、別に定める単位数の限度内で、これを博士後期課程の単位とすることができる。 

(1) 学部及びグローバル教育センターの科目 

(2) 修士課程の科目 

(3) 他の専攻、他の研究科又は教育部の科目 

２ 修士課程において、修了に必要な単位を超えて修得した単位は、指導教員の許可を得て、10単

位を限度として、博士後期課程の単位数に加えることができる。 

（他の大学の大学院又は研究所等における研究指導） 

第８条 学則第12条に定める他の大学の大学院又は研究所等における研究指導は、指導教員の申請

に基づき、教育会議の議を経て、これを許可するものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、他の大学の大学院又は研究所等における研究指導に関し必要な事項

は、別に定める。 

（履修科目届及び受験届） 

第９条 学生は、授業科目を履修しようとするとき又は履修した授業科目について単位を修得しよ

うとするときは、指定の期間内に所定の様式により届け出なければならない。 

（試験） 

第10条 試験は、学期末又は学年末に行う。ただし、担当教員は、平常の成績又は報告をもって試

験に代えることができる。 

２ 前項のほか、特に必要な場合は、教育会議の議を経て、追試験を行うことができる。 

（学位論文） 

第11条 学生は、指導教員の指導を受けて、指定の期間内に学位論文を研究科長に提出するものと

する。 

（最終試験） 

第12条 最終試験は、所要科目及び単位を修得し、必要な研究指導を受け、かつ、学位論文を提出

した者について行う。 

２ 最終試験の期日及び試験の方法については、あらかじめ発表する。 

（学位の授与） 

第13条 学則第５条第１項に定める修了要件を満たした者には、修士（情報理工学）の学位を授与

する。 

第14条 学則第６条に定める修了要件を満たした者には、博士（情報理工学）の学位を授与する。 

（所属専攻の変更） 

第15条 所属専攻の変更は、特別の事情がある場合に限り、教育会議の議を経て、これを許可する

ことができる。 

２ 所属専攻を変更した者の変更後の専攻の在学期間は、変更前の在学期間と通算する。 

３ 所属専攻を変更した者の変更前の専攻において修得した単位は、専攻会議の認定により、第４

条に規定する単位に算入することができる。 
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（入学資格） 

第16条 修士課程に入学することのできる者は、学則第16条第１項（第８号を除く。）の定めると

ころによる。 

２ 博士後期課程に入学することのできる者は、学則第16条第２項各号の定めるところによる。 

３ 前項の場合において、学則第16条第２項第７号及び第８号に規定する資格要件を認定する基準

は、別に定める。 

（再入学） 

第17条 修士課程又は博士後期課程を中途退学した者で、当該課程に再入学を志願する者について

は、学年の初め又は学期の初めに限り、教育会議の議を経て、入学を許可することができる。 

２ 再入学者は、退学前に所属した専攻に所属するものとする。 

３ 再入学者の在学期間は、教育会議の議を経て、これを定める。 

４ 再入学者が退学前の専攻において修得した単位については、第15条第３項の規定を準用する。 

（修士入学） 

第18条 本学大学院において修士の学位を得た者で、更に修士課程に入学を志願する者の選抜につ

いては、新たに入学を志願する者の例による。ただし、この場合においては、教育会議の議を経

て、入学試験の一部を免除することができる。 

２ 前項により入学した者については、教育会議の議を経て、在学期間を１年とすることができる。 

３ 第１項により入学した者が前に在学した専攻において修得した単位は、専攻会議の認定により、

第４条に規定する単位に算入することができる。 

（博士入学） 

第19条 本学大学院において博士の学位を得た者で、更に博士後期課程に入学を志願する者の選抜

については、前条第１項の規定を準用する。 

２ 前項により入学した者については、教育会議の議を経て、在学期間を２年とすることができる。 

３ 第１項により入学した者が前に在学した専攻において修得した単位は、専攻会議の認定により、

第４条に規定する単位に算入することができる。 

（転入学及び転科） 

第20条 学則第23条に定める転入学及び第24条に定める転科の受け入れについては、別に定める。 

（特別研究学生） 

第21条 学則第32条に定める特別研究学生の受け入れは、当該学生の所属する大学の大学院又は研

究科等の申請に基づき、教育会議の議を経て、これを許可するものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、特別研究学生の受け入れに関し必要な事項は、別に定める。 

（大学院研究生） 

第22条 大学院研究生については、学則及び東京大学大学院研究生規則によるもののほか、その取

扱いの細目については、本研究科において別に定める。 

（大学院科目等履修生） 

第23条 学則第31条の２に定める大学院科目等履修生の受入れは、申請に基づき、教育会議の議を

経て、これを許可するものとする。 

２ 前項の定めるもののほか、大学院科目等履修生の受入れに関し必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

  この規則は、平成13年４月１日から施行する。 

   附 則（平成13年７月10日東大規則第22号）（抄） 

１ この規則は、平成13年７月10日から施行し、改正後の東京大学大学院学則の規定は、平成13年

４月１日から適用する。 

13 東京大学大学院情報理工学系研究科規則の一部を次のように改正する。 

（省略） 

附 則 

この規則は、平成18年４月１日から施行する。 

 附 則 

この規則は、平成18年5月12日から施行し、この規則による改正後の東京大学大学院情報理工

学系研究科規則の規定は、平成18年4月1日から適用する。 

附 則 

この規則は、平成18年12月22日から施行し、この規則による改正後の東京大学大学院情報理工

学系研究科規則の規定は、平成18年12月1日から適用する。 
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附 則 

この規則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成23年６月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成24年６月28日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ この改正に伴う経過措置は、別に定める。 

附 則 

この規則は、平成28年６月23日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成29年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ この改正に伴う経過措置は、別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ この改正に伴う経過措置は、別に定める。 

附 則 

１ この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ この改正に伴う経過措置は、別に定める。 

附 則 

１ この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この改正に伴う経過措置は、別に定める。 

附 則 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ この改正に伴う経過措置は、別に定める。 

附 則 

 この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 

  この規則は、令和５年10月30日から施行し、令和５年４月１日から適用する。 

附 則 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 
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ココンンピピュューータタ科科学学専専攻攻

授　業　科　目 単位数 授　業　科　目 単位数

自 然 言 語 処 理 シ ス テ ム 論 2 カ ス タ ム コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 特 論 2

分 散 並 列 計 算 論 2 リ モ ー ト セ ン シ ン グ 画 像 解 析 2

計 算 シ ス テ ム 検 証 論 2 計算科学・量子計算における情報圧縮 2

ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 自 然 言 語 処 理 応 用 2

分 散 シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア 2 多 体 問 題 の 計 算 科 学 2

メ デ ィ ア 情 報 学 2 「量子現象・量子論入門」初学者のための量子論 2

計 算 機 言 語 シ ス テ ム 論 2 グ ラ フ 構 造 と グ ラ フ ア ル ゴ リ ズ ム 2

コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ク ス 2 AIソフトウェアの信頼性保証特論 2

並 列 数 値 計 算 論 2 研 究 倫 理 0.5

三 次 元 画 像 処 理 特 論 2 計 算 科 学 ア ラ イ ア ン ス 特 別 講 義 Ⅰ 2

配 列 解 析 ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2 計 算 科 学 ア ラ イ ア ン ス 特 別 講 義 Ⅱ 2

Ｄ Ｎ Ａ 情 報 解 析 特 論 2 計 算 科 学 ア ラ イ ア ン ス 特 別 講 義 Ⅲ 2

ゲ ノ ム 機 能 情 報 解 析 特 論 2 計 算 科 学 ア ラ イ ア ン ス 特 別 講 義 Ⅳ 2

戦 略 ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 講 義 Ⅰ 1 計 算 科 学 ア ラ イ ア ン ス 特 別 講 義 Ⅴ 1

戦 略 ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 講 義 Ⅱ 1 計 算 科 学 ア ラ イ ア ン ス 特 別 講 義 Ⅵ 1

戦 略 ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 講 義 Ⅲ 1 計 算 科 学 ア ラ イ ア ン ス 特 別 演 習 Ⅰ 1

実 践 シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア 2 計 算 科 学 ア ラ イ ア ン ス 特 別 演 習 Ⅱ 1

実 践 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム Ⅰ 1 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 特 別 講 義 Ⅰ 2

実 践 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム Ⅱ 1 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 特 別 講 義 Ⅱ 2

先 端 ア ル ゴ リ ズ ム 論 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 特 別 講 義 Ⅲ 2

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ｱ ｰ ｷ ﾃ ｸ ﾁ ｬ と ｼ ｽ ﾃ ﾑ ｿ ﾌ ﾄ ｳ ｪ ｱ 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 特 別 講 義 Ⅳ 2

実 践 英 語 対 話 表 現 演 習 Ⅰ 1 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 特 別 講 義 Ⅴ 2

実 践 英 語 対 話 表 現 演 習 Ⅱ 1 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 特 別 講 義 Ⅵ 1

通 信 理 論 の ア ル ゴ リ ズ ム 的 側 面 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 特 別 講 義 Ⅶ 1

デ ー タ 可 視 化 論 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 特 別 講 義 Ⅷ 1

量 子 計 算 論 2 コンピュータ科学プロジェクト研究Ⅰ 3

計 算 機 シ ス テ ム の 数 理 的 意 味 論 2 コンピュータ科学プロジェクト研究Ⅱ 3

戦 略 ソ フ ト ウ ェ ア 特 論 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 修 士 輪 講 Ⅰ 1

論 文 構 成 法 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 修 士 輪 講 Ⅱ 1

学 際 計 算 科 学 特 論 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 修 士 特 別 研 究 Ⅰ 6

先 端 デ ー タ 解 析 論 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 修 士 特 別 研 究 Ⅱ 6

先 端 統 計 モ デ リ ン グ 論 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 博 士 輪 講 Ⅰ 2

コ ン ピ ュ ー タ ア ー キ テ ク チ ャ 特 論 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 博 士 輪 講 Ⅱ 2

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 特 論 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 博 士 輪 講 Ⅲ 2

近似・オンラインアルゴリズムとその応用 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 博 士 特 別 研 究 Ⅰ 4

情報セキュリティのためのアルゴリズム 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 博 士 特 別 研 究 Ⅱ 4

ネ ッ ト ワ ー ク 最 適 化 2 コ ン ピ ュ ー タ 科 学 博 士 特 別 研 究 Ⅲ 4

計 算 科 学 に お け る 情 報 圧 縮 2

視 覚 情 報 処 理 応 用 2

［備考］

別表　情報理工学系研究科授業科目（修士課程及び博士後期課程）

１　修士課程においては、コンピュータ科学修士輪講Ⅰ、Ⅱ、コンピュータ科学修士特別研究Ⅰ、Ⅱ及び 実践英語
対話表現演習Ⅰ又はⅡを含めて30単位以上履修しなければならない。
２　博士後期課程においては、コンピュータ科学博士輪講Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ及びコンピュータ科学博士特別研究Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲを含めて20単位以上履修しなければならない。
３　上記のほか、履修する科目に関し、必要な事項については別に定める。
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数数理理情情報報学学専専攻攻

授　業　科　目 単位数 授　業　科　目 単位数

確 率 統 計 情 報 論 2 科 学 技 術 計 算 Ⅱ 2

確 率 過 程 論 2 現 代 暗 号 理 論 2

現 代 情 報 理 論 2 数 理 情 報 学 講 究 2

連 続 情 報 論 2 数 理 情 報 学 特 別 講 義 Ⅰ 2

非 線 形 現 象 論 2 数 理 情 報 学 特 別 講 義 Ⅱ 2

数 値 計 算 論 2 数 理 情 報 学 特 別 講 義 Ⅲ 2

離 散 情 報 論 2 数 理 情 報 学 特 別 講 義 Ⅳ 2

数 理 構 造 論 2 戦 略 型 Ｉ Ｔ 特 別 講 義 Ⅰ 2

応 用 数 理 学 2 数 理 最 適 化 特 論 2

応 用 幾 何 情 報 論 2 脳 科 学 特 論 Ⅰ 2

プ ロ グ ラ ム 構 造 論 2 脳 科 学 特 論 Ⅱ 2

ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 論 2 ニ ュ ー ロ イ ン テ リ ジ ェ ン ス 入 門 2

応 用 経 済 工 学 2 数 理 情 報 学 輪 講 Ⅰ 2

複 雑 数 理 シ ス テ ム 論 2 数 理 情 報 学 輪 講 Ⅱ 2

言 語 情 報 科 学 2 数 理 情 報 学 博 士 輪 講 Ⅰ 1

数 理 言 語 情 報 論 2 数 理 情 報 学 博 士 輪 講 Ⅱ 1

現 代 制 御 理 論 2 数 理 情 報 学 博 士 輪 講 Ⅲ 1

線 形 数 理 要 論 2 数 理 情 報 学 修 士 特 別 研 究 Ⅰ 6

解 析 数 理 要 論 2 数 理 情 報 学 修 士 特 別 研 究 Ⅱ 6

確 率 数 理 要 論 2 数 理 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅰ 4

算 法 設 計 要 論 2 数 理 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅱ 4

情 報 論 的 学 習 理 論 2 数 理 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅲ 4

科 学 技 術 計 算 Ⅰ 2

［備考］

１　修士課程においては、数理情報学輪講Ⅰ、Ⅱ及び数理情報学修士特別研究Ⅰ、Ⅱを含めて30単位以上履修しな
ければならない。
２　博士後期課程においては、数理情報学博士輪講Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ及び数理情報学博士特別研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを含めて20
単位以上履修しなければならない。
３　上記のほか、履修する科目に関し、必要な事項については別に定める。
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シシスステテムム情情報報学学専専攻攻

授　業　科　目 単位数 授　業　科　目 単位数

物 理 情 報 論 2 マ イ ク ロ ナ ノ 医 工 学 特 論 2

物 理 情 報 デ バ イ ス 論 2 音 声 音 響 信 号 処 理 2

信 号 処 理 特 論 2 シ ス テ ム 情 報 学 特 別 講 義 Ⅰ 2

計 測 制 御 シ ス テ ム 論 2 シ ス テ ム 情 報 学 特 別 講 義 Ⅱ 2

バ イ オ サ イ バ ネ テ ィ ク ス 2 シ ス テ ム 情 報 学 特 別 講 義 Ⅲ 2

ハ プ テ ィ ク ス 2 戦 略 型 Ｉ Ｔ 特 別 講 義 Ⅱ 2

シ ス テ ム 制 御 論 2 脳 シ ス テ ム 解 析 論 2

動 的 シ ス テ ム 論 2 バ イ オ ・ 医 用 工 学 特 論 2

認 識 シ ス テ ム 特 論 2 生物組織透明化・イメージング概論 2

画 像 シ ス テ ム 特 論 2 圏 論 的 シ ス テ ム 論 の 探 求 2

行 動 シ ス テ ム 特 論 2 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 数 理 特 論 2

人 工 現 実 感 特 論 2 サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ 実 践 論 2

計 算 シ ス テ ム 特 論 2 ガ ウ ス 過 程 と 機 械 学 習 特 論 2

シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ 論 2 シ ス テ ム 制 御 特 論 2

脳 工 学 特 論 2 シ ス テ ム 情 報 学 輪 講 Ⅰ 2

能 動 情 報 論 2 シ ス テ ム 情 報 学 輪 講 Ⅱ 2

福 祉 工 学 特 論 2 実 世 界 情 報 シ ス テ ム 講 究 2

音 響 シ ス テ ム 特 論 2 シ ス テ ム 情 報 学 修 士 特 別 研 究 Ⅰ 6

神 経 工 学 特 論 2 シ ス テ ム 情 報 学 修 士 特 別 研 究 Ⅱ 6

逆 問 題 特 論 2 シ ス テ ム 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅰ 4

生 物 物 理 シ ス テ ム 特 論 2 シ ス テ ム 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅱ 4

メ デ ィ ア 処 理 論 2 シ ス テ ム 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅲ 4

シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア 特 論 2

［備考］

１　修士課程においては、システム情報学輪講Ⅰ、Ⅱ及びシステム情報学修士特別研究Ⅰ、Ⅱを含めて30単位以上
履修しなければならない。
２　博士後期課程においては、システム情報学博士特別研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを含めて20単位以上履修しなければならな
い。
３　上記のほか、履修する科目に関し、必要な事項については別に定める。
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電電子子情情報報学学専専攻攻

授　業　科　目 単位数 授　業　科　目 単位数

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 2 電 子 情 報 学 特 別 講 義 2

アドバンスト・コンピュータアーキテクチャ 2 動 的 シ ス テ ム 工 学 2

並 列 分 散 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 ワ イ ヤ レ ス 通 信 工 学 2

デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 工 学 2 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 事 例 特 論 2

ネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャ 2 社 会 知 能 技 術 2

イ ン タ ー ネ ッ ト 工 学 2 サ イ バ ー レ ジ リ エ ン ス 2

Ｉ ｏ Ｔ シ ス テ ム 工 学 2 手 順 記 述 技 法 2

ア ド バ ン ス ト 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2 人 工 知 能 特 論 2

映 像 メ デ ィ ア 学 2 メ デ ィ ア コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 実 践 2

自 然 言 語 処 理 2 情 報 科 学 研 究 補 助 技 法 2

認 知 メ デ ィ ア 論 2 先 端 機 械 学 習 2

パ タ ー ン 認 識 2 電 子 情 報 学 特 論 Ⅰ 2

画 像 処 理 論 2 電 子 情 報 学 修 士 輪 講 Ⅰ 2

画 像 符 号 化 方 式 2 電 子 情 報 学 修 士 輪 講 Ⅱ 2

情 報 視 覚 化 2 電 子 情 報 学 修 士 特 別 研 究 Ⅰ 5

知 的 視 覚 イ ン タ ラ ク シ ョ ン 2 電 子 情 報 学 修 士 特 別 研 究 Ⅱ 5

ウ ェ ブ 工 学 2 電 子 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅰ 4

計 算 言 語 学 2 電 子 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅱ 4

計 算 製 造 学 2 電 子 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅲ 4

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 基 盤 論 2

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 学 2

［備考］

１　修士課程においては、電子情報学修士輪講Ⅰ、Ⅱ及び電子情報学修士特別研究Ⅰ、Ⅱを含めて30単位以上履修
しなければならない。
２　博士後期課程においては、電子情報学博士特別研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを含めて20単位以上履修しなければならない。

３　上記のほか、履修する科目に関し、必要な事項については別に定める。
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知知能能機機械械情情報報学学専専攻攻

授　業　科　目 単位数 授　業　科　目 単位数

知 能 機 構 論 2 先 端 人 工 知 能 論 Ⅰ 2

知 能 制 御 論 2 先 端 人 工 知 能 論 Ⅱ 2

知 能 情 報 論 2 知 能 機 械 情 報 学 特 別 講 義 2

知 能 ソ フ ト ウ ェ ア 論 2 知 能 機 械 情 報 学 特 別 講 義 Ⅱ 2

知 能 機 械 構 成 論 2 知 能 機 械 情 報 学 演 習 2

ロ ボ テ ィ ク ス 2 知 能 機 械 情 報 学 特 別 演 習 2

エ ー ジ ェ ン ト シ ス テ ム 2 知 能 機 械 情 報 学 修 士 輪 講 Ⅰ 2

生 命 体 シ ス テ ム 2 知 能 機 械 情 報 学 修 士 輪 講 Ⅱ 2

複 合 現 実 感 シ ス テ ム 2 知 能 機 械 情 報 学 博 士 輪 講 Ⅰ 2

人 間 機 械 情 報 論 2 知 能 機 械 情 報 学 博 士 輪 講 Ⅱ 2

ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス 2 知 能 機 械 情 報 学 修 士 特 別 研 究 Ⅰ 6

脳 型 情 報 処 理 機 械 論 2 知 能 機 械 情 報 学 修 士 特 別 研 究 Ⅱ 6

生 体 情 報 論 2 知 能 機 械 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅰ 4

生 体 機 械 シ ス テ ム 2 知 能 機 械 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅱ 4

神 経 行 動 学 2 知 能 機 械 情 報 学 博 士 特 別 研 究 Ⅲ 4

［備考］

１　修士課程においては、知能機械情報学修士輪講Ⅰ、Ⅱ及び知能機械情報学修士特別研究Ⅰ、Ⅱを含めて30単位以上
履修しなければならない。
２　博士後期課程においては、知能機械情報学博士特別研究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲを含めて20単位以上履修しなければならない。

３　上記のほか、履修する科目に関し、必要な事項については別に定める。
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創創造造情情報報学学専専攻攻

授　業　科　目 単位数 授　業　科　目 単位数

戦 略 ネ ッ ト ワ ー ク ・ ソ フ ト ウ ェ ア 論 2 創 造 情 報 学 博 士 輪 講 2

数 理 モ デ リ ン グ 論 2 創 造 情 報 学 修 士 演 習 2

認 識 行 動 シ ス テ ム 論 2 創造情報学プロジェクト実践修士研究 10

実 世 界 シ ス テ ム 論 2 創造情報学プロジェクト実践博士研究 12

ユ ビ キ タ ス ・ ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 論 2 実 践 英 語 演 習 Ⅰ 1

イ ン タ ー ネ ッ ト 論 2 実 践 英 語 演 習 Ⅱ 1

戦 略 ソ フ ト ウ ェ ア 特 論 2 実 践 英 語 特 別 演 習 Ⅰ 1

創 造 情 報 学 特 論 Ⅰ 2 実 践 英 語 特 別 演 習 Ⅱ 1

創 造 情 報 学 特 論 Ⅱ 2 クラウドコンピューティング基礎論 2

音 楽 音 声 信 号 処 理 特 論 2 ク ラ ウ ド 基 盤 構 築 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム 論 Ⅰ 2 分散システム基礎とクラウドでの活用 1

プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム 論 Ⅱ 2 クラウドアプリケーション開発演習 2

計 算 言 語 学 2 アルゴリズムとプログラミング実践講座 2

パ タ ー ン 識 別 2 デ ー タ マ イ ニ ン グ に よ る 異 常 検 知 2

数 値 計 算 ア ル ゴ リ ズ ム 特 論 2 コンピュータグラフィックス画像合成論 2

制 御 シ ス テ ム 設 計 論 2 力 学 ア ニ メ ー シ ョ ン 特 論 2

デ ィ ペ ン ダ ブ ル 情 報 シ ス テ ム 2 ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ ェ ー ス 特 論 2

知 能 情 報 論 2 アドバンスト・コンピュータ・アーキテクチャ 2

Web プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 2 数 理 最 適 化 特 論 2

ク ラ ウ ド 基 盤 ソ フ ト ウ ェ ア 2 先 進 計 算 機 構 成 論 2

情 報 論 的 機 械 学 習 2 離 散 情 報 論 2

デ ー タ サ イ エ ン ス 2 シ ス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ 論 2

感 覚 情 報 論 2 並 列 分 散 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2

分 散 シ ス テ ム の モ デ リン グと 検証 技術 2 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム 特 論 2

先 端 ス キ ル 開 発 特 別 講 義 Ⅰ 2 物 理 ベ ー ス ・ ア ニ メ ー シ ョ ン 論 2

先 端 ス キ ル 開 発 特 別 講 義 Ⅱ 2 プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 処 理 系 2

先 端 ス キ ル 開 発 特 別 講 義 Ⅲ 2 デ ジ タ ル ・ フ ァ ブ リ ケ ー シ ョ ン 論 2

先 端 ス キ ル 開 発 特 別 講 義 Ⅳ 2 応用コンピュータ・グラフィックス論 2

先 端 ス キ ル 開 発 特 別 講 義 Ⅴ 2 交 通 情 報 学 特 論 2

先 端 ス キ ル 開 発 特 別 講 義 Ⅵ 2 マ ル チ モ ー ダ ル 知 能 構 成 論 2

創 造 情 報 学 修 士 輪 講 2

［備考］

３　本学理学部情報科学科を卒業した者については、アルゴリズムとプログラミング実践講座を履修することができな
いものとする。
４　上記のほか、履修する科目に関し、必要な事項については別に定める。

１　修士課程においては、創造情報学修士輪講、創造情報学修士演習、創造情報学プロジェクト実践修士研究及び実践
英語演習Ⅰ又はⅡを含めて30単位以上履修しなければならない。
２　博士後期課程においては、創造情報学博士輪講、創造情報学プロジェクト実践博士研究及び実践英語特別演習Ⅰ又
はⅡを含めて20単位以上履修しなければならない。
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各各専専攻攻共共通通

研研究究科科共共通通科科目目

授　業　科　目 単位数 授　業　科　目 単位数

情 報 理 工 学 倫 理 0.5 グローバル・クリエイティブリーダー特別講義Ⅸ 2

情 報 理 工 学 連 携 講 義 Ⅰ 1 グローバル・クリエイティブリーダー特別講義Ⅹ 2

情 報 理 工 学 連 携 講 義 Ⅱ 1 Ｇ Ｃ Ｌ 事 例 研 究 Ⅰ 2

情 報 理 工 学 連 携 講 義 Ⅲ 1 Ｇ Ｃ Ｌ 事 例 研 究 Ⅱ 2

情 報 理 工 学 連 携 講 義 Ⅳ 1 Ｇ Ｃ Ｌ 事 例 研 究 Ⅲ 2

情 報 理 工 学 連 携 講 義 Ⅴ 1 領 域 知 識 創 成 特 別 講 義 Ⅰ 2

情 報 理 工 学 連 携 講 義 Ⅵ 1 領 域 知 識 創 成 特 別 講 義 Ⅱ 2

情 報 理 工 学 連 携 講 義 Ⅶ 1 領 域 知 識 創 成 特 別 講 義 Ⅲ 1

情 報 理 工 学 連 携 講 義 Ⅷ 2 領 域 知 識 創 成 特 別 講 義 Ⅳ 1

情 報 理 工 学 連 携 講 義 Ⅸ 1 領 域 知 識 創 成 特 別 講 義 Ⅴ 1

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 1 領 域 知 識 創 成 特 別 講 義 Ⅵ 1

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 2 デ ー タ サ イ エ ン ス 実 践 演 習 Ⅰ 2

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅰ 2 デ ー タ サ イ エ ン ス 実 践 演 習 Ⅱ 2

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅱ 2 デ ー タ サ イ エ ン ス 実 践 演 習 Ⅲ 1

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅲ 2 デ ー タ サ イ エ ン ス 実 践 演 習 Ⅳ 1

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅳ 2 デ ー タ サ イ エ ン ス 実 践 演 習 Ⅴ 1

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅴ 2 デ ー タ サ イ エ ン ス 実 践 演 習 Ⅵ 1

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅵ 2 ソフトウェア・クラウド開発プロジェクト実践Ⅰ 2

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅶ 2 ソフトウェア・クラウド開発プロジェクト実践Ⅱ 2

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅷ 2 ソフトウェア・クラウド開発プロジェクト実践Ⅲ 2

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅸ 2 ソフトウェア・クラウド開発プロジェクト実践Ⅳ 2

グローバル・クリエイティブリーダー講義Ⅹ 2 知 能 社 会 情 報 学 講 義 Ⅰ 2

グローバル・クリエイティブリーダー講義ⅩⅠ 2 知 能 社 会 情 報 学 講 義 Ⅱ 2

グローバル・クリエイティブリーダー講義ⅩⅡ 2 知 能 社 会 情 報 学 講 義 Ⅲ 2

Ｇ Ｃ Ｌ 情 報 理 工 学 特 別 講 義 Ⅰ 1 知 能 社 会 情 報 学 講 義 Ⅳ 2

Ｇ Ｃ Ｌ 情 報 理 工 学 特 別 講 義 Ⅱ 2 知 能 社 会 情 報 学 講 義 Ⅴ 2

Ｇ Ｃ Ｌ 情 報 理 工 学 特 別 講 義 Ⅲ 2 知 能 社 会 情 報 学 講 義 Ⅵ 2

Ｇ Ｃ Ｌ 情 報 理 工 学 特 別 講 義 Ⅳ 2 知 能 社 会 情 報 学 講 義 Ⅶ 2

Ｇ Ｃ Ｌ 情 報 理 工 学 特 別 講 義 Ⅴ 2 知 能 社 会 情 報 学 講 義 Ⅷ 2

Ｇ Ｃ Ｌ 情 報 理 工 学 特 別 講 義 Ⅵ 2 知 能 社 会 情 報 学 講 義 Ⅸ 2

Ｇ Ｃ Ｌ 情 報 理 工 学 特 別 講 義 Ⅶ 2 知 能 社 会 情 報 学 講 義 Ⅹ 2

Ｇ Ｃ Ｌ 情 報 理 工 学 特 別 講 義 Ⅷ 1 知 能 社 会 情 報 学 特 別 講 義 Ⅰ 1

Ｇ Ｃ Ｌ 情 報 理 工 学 特 別 講 義 Ⅸ 1 知 能 社 会 情 報 学 特 別 講 義 Ⅱ 1

Ｇ Ｃ Ｌ 情 報 理 工 学 特 別 講 義 Ⅹ 1 知 能 社 会 情 報 学 特 別 講 義 Ⅲ 1

グローバル・クリエイティブリーダー特別講義Ⅰ 2 知 能 社 会 情 報 学 特 別 講 義 Ⅳ 1

グローバル・クリエイティブリーダー特別講義Ⅱ 2 知 能 社 会 情 報 学 特 別 講 義 Ⅴ 1

グローバル・クリエイティブリーダー特別講義Ⅲ 2 知 能 社 会 情 報 学 特 別 講 義 Ⅵ 1

グローバル・クリエイティブリーダー特別講義Ⅳ 2 知 能 社 会 情 報 学 特 別 講 義 Ⅶ 1

グローバル・クリエイティブリーダー特別講義Ⅴ 2 知 能 社 会 情 報 学 特 別 講 義 Ⅷ 1

グローバル・クリエイティブリーダー特別講義Ⅵ 2 知 能 社 会 情 報 学 特 別 講 義 Ⅸ 1

グローバル・クリエイティブリーダー特別講義Ⅶ 2 知 能 社 会 情 報 学 特 別 講 義 Ⅹ 1

グローバル・クリエイティブリーダー特別講義Ⅷ 2

［備考］修士課程・博士後期課程
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情情報報理理工工学学英英語語ココーースス

授　業　科　目 単位数 授　業　科　目 単位数

情 報 理 工 学 英 語 特 別 講 義 Ⅰ 2 情 報 理 工 学 英 語 特 別 講 義 Ⅷ 3

情 報 理 工 学 英 語 特 別 講 義 Ⅱ 2

情 報 理 工 学 英 語 特 別 講 義 Ⅲ 2

情 報 理 工 学 英 語 特 別 講 義 Ⅳ 2

情 報 理 工 学 英 語 特 別 講 義 Ⅴ 3

情 報 理 工 学 英 語 特 別 講 義 Ⅵ 2

情 報 理 工 学 英 語 特 別 講 義 Ⅶ 1

［備考］修士課程・博士後期課程

情理-12


